
図書館のオススメ

輝く人たち輝く人たち
キラリ！

注目企業人

【一般書】
○「戦争」と「平和」をあらわ
す世界の言葉

稲葉茂勝　著
　「戦争」と「平和」をあらわ
す世界の言葉を、戦争と平和を
イメージできる写真とともに紹
介。言葉の日本語訳や、その国
について知っておきたいことな
ども掲載する。見返しに、「戦
争」「平和」をあらわす世界の
言葉の一覧あり。
出版社…今人舎
分類…319イ

○乗りかかった船
瀧
たき

羽
わ

麻子　著
　雄平は、機械工学を専攻し、
大学院を卒業したのに、北斗造
船の営業部に配属され、次は人
事部に。戸惑う雄平だが……。
「海に出る」はじめ、明日、働
く元気がもらえる、全7編の連

作短編集。
出版社…光文社
分類…Fタキ

【児童書】
○こんとんじいちゃんの裏庭
　　　　　　　村上しいこ　作
　一緒に暮らす認知症のじい
ちゃんが、交通事故に遭い意識
不明となる。しかも車を運転し
ていた人から損害賠償請求をさ
れてしまった。「絶対におかし
い！」と憤る少年は、大人の嘘

うそ

を暴くために自分で調べ始め…。
出版社…小学館
分類…913ム

【絵本】
○あたりかも
 きたじまごうき　作・絵
　アイスの棒に「あたりか
も」って、どういうこと？　あた
りなの？　あたりじゃないの？
　あたりなのか確かめるため
に、パパと一緒にアイスの王国
へ行ってみることに。冷凍庫の
左奥を3回ノックして、出発！
出版社…PHP研究所
分類…Eキ

 三和図書館

～市内の企業を元気に支えるみんなを紹介～
「ものづくりのエキスパートを目指して」

株式会社積水化成品関東　中西一浩　さん

　勤務12年目でシート製造グループ第2係
をまとめる中西さん。3交替24時間連続操
業で発泡ポリスチレンシートを製造してい
ます。石油由来の原料に発泡剤を加え樹脂
をシート状に形成する工程です。このシー
トが、食品トレー容器などの材料となり、
家庭でも利用されています。シートの製造
工程は大半が自動化されているので、コン
ピューターでの品質管理と検査が主な仕事
です。「常に高品質な製品を生産すること、
安全意識を持つこと」を心掛けています。
　社内では、職場の環境改善や生産性改善
を目的とした『改善活動』が行われてい
て、工夫が必要な製造工程や生産の問題を
提起し、改善方法を話し合い、それに基づ

き実行します。結果については、年2回開
催される発表会で事例を報告しますが、
「上位入賞を狙っている」とのことです。
「係が一体となって活動することでコミュ
ニケーションが深まり、改善意欲も高まり
ます」と係全体に配慮する中西さん。「『改
善活動』を通して、職場環境改善や人材育
成を推進し、高品質な製品を提供し続けた
い」と力強く話してくれました。

■プロフィール
休日は家族と過ごす
のが一番の楽しみで
す。
35歳・下大野在住。

「貴重な経験を糧に」
古河華むすめ

　古河桃まつりや古河花火大会などのイベン
トで来場者をお出迎えしたり、市内外へ古河
市のPR活動をしたりする「古河華むすめ」。
任期は2年で、毎年2人ずつ交代しながら現
在4人で活動しています。
　きっかけや活動、やりがいについてインタ
ビューしました。

古河華むすめへのきっかけ

　以前から華むすめの活動に興味を持ってい
た4人。「人前に出ることが好きな長所を生
かせる」「身近に活動していた人の話を聞い
て、自分もやってみたいと思った」「親戚の
人から勧められた」等、それぞれの志望理由
で応募しました。
　「オーディションに向けて古河市のことを
勉強するうちに、より一層古河への愛着を持
ち、それを市内外に伝えたいと、華むすめと
しての活動に熱意が湧いてきた」と言いま
す。それぞれ約10倍の募集倍率の中、見事
選抜されました。

活動を通じて

　市内イベントを盛り上げる一員としてのプ
レッシャーや、やりがいを感じながらさまざ
まな活動をしています。
　神原さんは、茨城放送の生放送で古河菊ま
つりのPRを担当。声だけでいかに魅力を発
信できるか、担当職員にアドバイスをもらっ
たり、何度も練習をしたりと苦労したそうで
す。本番では、スムーズにPRができ、ラジ
オパーソナリティーとのやり取りも堂々とで
きたことで、練習の成果が出た喜びを感じ、
自信も付いたそうです。
　よかんべまつりでインタビュアーを務めた
中村さん。緊張の中でも、インタビューした
人の答えに対して質問をしたり、話を広げた
りと臨機応変に対応できたことにやりがいを

感じたと言います。

エピソード

　「着物での活動が中心なので、自分で着付
けができるようになりました。だんだん上手
に着られるようになってうれしい」と話す神
原さん。華むすめの活動をするようになって
から、所作や立ち居振る舞いを褒められるこ
とも多くなったそうです。
　安倍首相への表敬訪問や、
一日消防署長を務めたりと、
普段なかなか体験できない
貴重な経験ができるところ
にも喜びを感じています。

これからの目標

　今年度で卒業する増田さんと渡辺さんは
「残り2カ月の活動を精一杯やり遂げたい」
「華むすめの経験を生かして将来の夢に向
かって頑張りたい。引退しても古河市のため
にできることをしていきたい」と話します。
　神原さんと中村さんは「華むすめの伝統を
守りながら、今よりももっと良くしていきた
い」「古河市やイベントを積極的にPRしてい
きたい」と来年への意気込みを語ってくれま
した。
　現在募集している3人の新メンバーと共
に、ますます市の観光を盛り上げてください。

▲左から神原さん、渡辺さん、増田さん、中村さん
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